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「第８次旭川市総合計画基本計画見直しの考え方（素案）」に対する

旭川市総合計画審議会令和5年度第 1回会議からの意見について

１ 見直しの視点に関する主な意見

項目 意見の内容 意見の取扱い

⑴ 都市像の実現に向けての重点

テーマ

⑵ 基本

政策

ア 新型コロナウイ

ルスの感染拡大

の影響からの回

復

● 観光施策について，イベントなど

しっかり対応してもらいたい。

● 観光で来られた方の足の確保とい

うか，ＤＸを活用し，観光で来られ

た方に，有益な交通網の選択手段を

確保するなど，市が主導で行っても

らいたい。

○ 3段落目中

「～，新型コロナウイルス感染症終息後

の観光需要を見据えた観光受入体制の充

実についての検討など，～」を

「～，イベント開催への対応や，観光客

向けの交通手段の確保等，新型コロナウ

イルス感染症終息後の観光需要を見据え

た受入体制の充実についての検討など，

～」に修正します。

● 経済の回復のときに，コロナ禍で

受けた融資の返済時期に入っている

各中小企業に対する対策をしっかり

行ってもらいたい。

○ 今後の取組の参考とさせていただき

ます。

資料４
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イ いじめ防止対策

の推進

● 父兄と学校だけの対応だけではな

い，全体的に対応できるような組織

を考えていければよいと思った。

● 抜本的なところから見直していく

必要があるかもしれず，難しいと思

うが１件でも２件でもいじめがなく

なるように環境を整備してもらいた

い。

● 窓口があってもアクセスができな

いことに課題がある。困ったときに

始めて探すのではなく，普段目に触

れておける場所で周知するというこ

とも必要である。

● 起きる前のフォローも必要であ

る。

● 電話ダイヤルに電話をかけた後の

対応を知りたいというのは，今後の

広報などの参考となる。

● 教員のサポートや責任が起きない

ような仕組みも必要であると思う。

教員の負担軽減，精神的なサポート

もセットでやってもらいたい。

● 世代ごとに，どういう家庭かを踏

まえてサポート体制を整えてほし

い。

● いじめでトラウマがあると，その

先に社会に出られなくなることが考

えられる。トラウマのケアが必要

で，安心して過ごせる居場所を提供

することが大事であると思う。

● 不登校の子の居場所づくりが必要

である。

● アメリカでは，いじめた方にカウ

ンセリングをすると聞く。いじめる

側の家庭環境も９割方影響している

という結果も出ている。いじめる方

○ １行目中

「いじめから子どもの生命と尊厳を守る

ため，再発防止対策が非常に重要であ

る。」を

「いじめから子どもの生命と尊厳を守る

ため，安心して相談することができる

窓口や，地域住民の協力も得ながら，い

じめの未然防止・早期発見・早期対応・

早期解決を目指した体制を整備するほ

か，不登校となった場合のケアやサポ

ート，いじめを行った児童生徒への対

応も含めたきめ細やかな対応，教職員

を含めた学校への支援など，再発防止

対策が非常に重要である。」に修正しま

す。
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にも目を向けることが重要だと思

う。

● いじめ防止対策については，SNS

のつながりも含めて，市として中学

生までのことを考えてもらいたい。

● 教育の在り方そのものを変えてい

くことが必要で，通信の在り方など

学びの場を自治体として提供できる

とよいと思う。

● 発達に問題のある子がいじめの標

的になりやすく，そのような子もい

るということを小さい頃から伝えて

いくことで，心遣いができるように

なる。

○ 今後の取組の参考とさせていただき

ます。

ウ 健幸福祉都市に

向けた取組の推

進

● 健康とはどういう状態をいうのか

はそれぞれ考え方が異なるため，そ

れぞれのアプローチが必要である。

○ 2段落目中，

「～，健康寿命の延伸と健康格差の縮小

は大きな課題である。」を

「～，健康寿命の延伸と健康格差の縮小

は大きな課題であり，健幸福祉都市を

目指す本市としても，人と人とのつな

がりやスポーツ文化推進など，様々な

アプローチにより効果的な施策につな

げる必要がある。」に修正します。

● 介護サービス施設の新規開設につ

いて，市独自で何らかのルールが必

要ではないか。

● 訪問介護事業所を安定して維持し

ていくため，介護保険の地域加算に

ついて，市でも検討してもらいたい

と考える。

○ 今後の取組の参考とさせていただき

ます。
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エ 旭川市地域共生

社会の実現に向

けた施策の推進

● まちづくりという中で，小学生，

学校の先生，教授など様々な方がま

ちづくりの中で事業を行いながら，

市民委員会，町内会を活性化してい

く必要がある。

● 旭川市も，補助金の交付だけでな

く，企画立案の段階からの協力体制

が必要と思う。各地区での課題があ

るので，課題を取り上げて盛り上げ

る施策をしていただければと思う。

● 地域の自治ができないことは問題

である。情報を発信しながら利用で

きるような環境を作っていければと

思う。

○ 2段落目中，

「また，令和４年４月１日には，「旭川

市地域共生社会の実現に向けた施策の推

進に関する条例」を施行しているほか，

３⑴で述べたように，町内会役員や民生

委員児童委員の負担軽減の取組も進めて

おり，～。」を

「また，令和４年４月１日には，「旭川

市地域共生社会の実現に向けた施策の推

進に関する条例」を施行し，市，社会福

祉協議会，関係団体，地域活動団体，事

業者，市民がそれぞれの役割のもと，福

祉，保健，医療，市民生活，人権，教

育，文化，スポーツなど多様な分野で連

携して，地域共生社会の実現に向けて巣

策を推進している。さらには，地域共生

社会の重要な担い手である町内会等を活

性化させる取組の更なる充実も必要であ

ることから，３⑴で述べたように，町内

会役員や民生委員児童委員の負担軽減の

取組も進めており，～。」に修正しま

す。

● 様々な課題への支援も，ご高齢の

方だけの集まりではなく，学生も入

り，動機付けを行うなど，それぞれ

の機関が呼び掛けをすることもよい

と思う。

● 地域のイベントへの参加など，市

内の教育機関とのコラボというのも

採り入れてもらえればと思う。

○ 今後の取組の参考とさせていただき

ます。
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オ 旭川市立大学の

開学

● 旭川市立大学にデザインの要素を

採り入れた学部が創設されるという

が，デザイン思考を持った人材の育

成は，今後重要になってくる。

● 他学間の交流が学生にとって大事

であると思う。旭川市立大学では，学

部が多いことの魅力を打ち出してい

くことができるとよいと思う。

● ものづくりは，旭川の弱いところ

であり，いかに盛り上げるかを考え

たい。それによって地域に残る，地域

の中で見つけることで，若者が増え

ていく，教育の中に入っていれば，入

りやすいだろうし，新しい形の仕組

みを，旭川市立大学，旭川高専などで

大学を中心に作ることができればよ

いと思っている。大きな意味での旭

川のキーワードになるデザインとい

うことで，学科を作っていただける

と面白いと思う。

● 旭川市に子どもたちを残すための

取組を旭川公立大学を中心にして組

み立てることも考えられる。旭川は

ＩＣＴパークなどＤＸの中心となる

べき組織もあるので，市を挙げてま

ちづくりをしていくというような形

になれば，それこそ面白い。

● 大学は外から人が入ってくるの

で，いろいろな良い大学もあり，外に

出さない，多くの魅力を出すという

ことが大事だと思う。

○ ２段落目中，

「今後は，新学部の設置の検討など公立

大学法人が推進する大学としての魅力の

向上，更なる地域貢献につながる取組に

ついて～，」を

「今後は，新学部（地域創造デザイン学

部（仮称））の設置の検討など公立大学法

人が推進する大学として，全国から多く

の若者を集め，地域で活躍する人材の育

成・定着を図るとともに，これらの人材

が活躍するデザイン創造都市の取組推進

によるまちの魅力の向上や市内・児童生

徒の支援等，次世代人材の育成など，更

なる地域貢献につながる取組について，

～」に修正します。


